
 

 

全老健第 5－136 号 

令和 5 年 8 月 22 日 

会 員 各 位 

公益社団法人全国老人保健施設協会 

会 長  東  憲太郎 

(公印省略) 

介護老人保健施設における医療ニーズへの 

対応力向上にかかる調査研究事業班 

班 長  松 田  晋 哉 

 

 

「介護老人保健施設における医療ニーズへの対応力向上にかかる調査研究事業」 

調査へのご協力について（お願い） 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は当協会の事業・運営に格別のご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、当会では令和 5 年度老人保健事業推進費等補助金の交付を受け、標記

調査を実施することと致しました。この事業は、介護老人保健施設（以下、老健施設）

において、医療ニーズの比較的高い利用者の療養を行う際の課題を整理し、令和 6

年度報酬改定の議論の基礎資料を作成することを目的として実施するものです。 

老健施設は認知症や複数の疾患を抱える要介護高齢者が、安定した状態を維

持しながら、本人が望む生活が営めるよう、医療・介護の両面から支えていく施設で

す。しかし、施設での医療提供に伴う諸費用を医療保険に転嫁出来ないことから、

検 査 や処 置 に伴 う費 用 が負 担 になったり、代 替 薬 の無 い高 額 な薬 剤 を必 要 とする

利用者の受け容れに苦慮するといった声が現場から挙げられてきました。本調査研

究事業を通じて、こうした老健施設が抱える医療ニーズ対応にかかわる課題の解消

を求めるとともに、老健施設が適切に医療ニーズに対応していくための方策を検討

したいと考えております。 

報 酬 改 定 を目 前 に控 え、多 数 の調 査 がお手 元 に届 いていることと拝 察 します。 

会員施設の皆様にはご多忙のところ、大変なご負担をお掛けすることと存じますが、

本調査の趣旨をご賢察のうえ、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

謹白 

 

・令和 5 年 9 月 22 日（金）迄に、同封の返信用封筒またはメール・FAX にて

ご返送ください。（メールの場合の提出先：research＠roken.or.jp） 

・調査票は、以下の全老健ホームページからもダウンロード可能です。 

https://www.roken.or.jp/member/archives/category/research 
 （ユーザー名／パスワードは不要です） 

 
本件照会先： 

公益社団法人全国老人保健施設協会 
TEL．03-3432-4165、FAX．03-3432-4177 
メール： research＠roken.or.jp 
担当：業務部業務第一課 髙野、歌田、栗原 

 


